
第
五
章
　「
食
育
の
ま
ち
」
宣
言
と
こ
れ
か
ら
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紀
の
川
市
で
は
、
平
成
二
二
年
一
二
月
一
六
日
、
紀
の
川

市
議
会
の
議
決
を
経
て
、「
食
育
の
ま
ち　

紀
の
川
市
」
を

宣
言
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
近
畿
で
は
じ
め
て
の
「
食
育
の

ま
ち
」
宣
言
と
な
る
も
の
で
す
。
平
成
二
〇
年
の
紀
の
川
市

食
育
推
進
計
画
の
策
定
か
ら
、
平
成
二
一
年
度
の
地
方
の
元

気
再
生
事
業
を
経
て
、
紀
の
川
市
の
食
育
の
取
組
と
し
て
一

つ
の
集
大
成
と
い
え
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
二
年
度
か
ら
二
四
年
度
ま
で
、
和
歌
山
県

の
「
わ
が
ま
ち
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
採
択
を
受
け
ま
し

た
。「
食
育
の
ま
ち
紀
の
川
市
」
に
お
け
る
農
業
の
六
次
産

業
化
と
地
産
地
消
の
推
進
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

こ
の
事
業
に
よ
り
、「
食
育
の
ま
ち　

紀
の
川
市
」
宣
言

と
あ
わ
せ
て
、
紀
の
川
市
の
食
育
の
取
組
を
市
内
外
に
発
信

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
一
）
宣
言
に
い
た
る
ま
で

紀
の
川
市
で
は
、
平
成
一
八
年
一
一
月
、「
暴
力
追
放
の

ま
ち
」、「
非
核
・
平
和
の
ま
ち
」、「
生
涯
学
習
の
ま
ち
」
と

い
う
三
つ
の
宣
言
に
つ
い
て
、
市
議
会
で
議
決
さ
れ
て
い
ま

す
。「

食
育
の
ま
ち　
紀
の
川
市
」
宣
言
は
、
紀
の
川
市
と
し

て
四
番
目
の
宣
言
と
な
る
と
と
も
に
、
近
畿
初
の
「
食
育
の

ま
ち
」
宣
言
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
二
年
度
当
初
、
食
育
推
進
条
例
の
策
定
も
模
索
し

ま
し
た
。
が
、
紀
の
川
市
で
は
、
す
で
に
し
っ
か
り
し
た
食

育
推
進
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
む
し
ろ
市
内
外
に

「
食
育
の
ま
ち
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
食
育
の
ま

ち
」
宣
言
を
市
議
会
に
議
決
し
て
い
た
だ
く
の
が
い
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、「
食
育
の
ま
ち　

紀
の
川
市
」
宣
言
文
に
つ

い
て
、
紀
の
川
市
食
育
推
進
会
議
で
案
文
を
議
論
し
た
上
で
、

平
成
二
二
年
第
四
回
紀
の
川
市
議
会
定
例
会
の
最
終
日
、
平

成
二
二
年
一
二
月
一
六
日
に
市
議
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で

議
決
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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（
二
）
宣
言
の
趣
旨

紀
の
川
市
で
は
、
日
本
有
数
の
売
り
上
げ
を
誇
る
Ｊ
Ａ
紀

の
里
「
め
っ
け
も
ん
広
場
」
な
ど
の
農
産
物
直
売
所
や
、
健

康
バ
イ
キ
ン
グ
を
提
供
し
て
い
る
青
洲
の
里
、
学
校
給
食
へ

の
地
場
農
産
物
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
に
よ
り
、
従
来
か
ら

食
育
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
二
〇
年
九
月
に
は
、
紀
の
川
市
の
市
民
運
動
と
し
て

食
育
を
計
画
的
に
推
進
し
、
す
べ
て
の
市
民
が
心
身
と
も
に

健
全
な
食
生
活
を
実
践
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
紀
の
川
市
食
育
推
進
計
画
『
た
の

し
い　

お
い
し
い　
『
食
』
を
育
む
き
の
か
わ
市
』
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
二
一
年
度
、
地
方
の
元
気
再
生
事
業
「
食
育

の
ま
ち
紀
の
川
市
〜
華
岡
青
洲
の
生
誕
地
か
ら
食
育
の
ま
ち

づ
く
り
を
発
信
〜
」
に
よ
り
、
食
育
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
、
研

修
会
の
開
催
、
食
育
の
教
育
素
材
の
開
発
、
宿
泊
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
等
に
取
り
組
み
、
食
育
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

紀
の
川
市
民
一
人
ひ
と
り
が
心
身
の
健
康
を
確
保
し
、
生

き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
「
食
」

が
重
要
で
あ
り
、
食
育
は
、
全
世
代
に
わ
た
っ
て
市
民
運
動

と
し
て
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
す
。

ま
た
、
今
後
は
、
食
育
を
通
し
た
体
験
交
流
事
業
や
加
工

品
開
発
な
ど
に
よ
り
、
食
育
を
観
光
や
産
業
振
興
に
結
び
付

け
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

よ
っ
て
、
紀
の
川
市
民
が
全
世
代
に
わ
た
っ
て
市
民
運
動

と
し
て
食
育
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
こ
に
「
食
育
の
ま
ち　

紀
の
川
市
」
を
宣
言
す
る
も
の
で
す
。

（
三
）
宣
言
文

紀
の
川
市
は
、
紀
の
川
・
貴
志
川
の
流
域
や
周
辺
の
山
間

地
域
な
ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
い
ち
じ
く
、
は
っ
さ
く
、

桃
、
柿
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
い
ち
ご
な
ど
の
果
実
や
米
、
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野
菜
な
ど
四
季
折
々
の
農
産
物
が
豊
富
に
生
産
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
紀
の
川
市
民
は
こ
の
風
土
に
適
し
た
食
を
基
本

に
し
て
地
産
地
消
に
取
り
組
み
、
豊
か
な
食
文
化
を
育
ん
で

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
、
食
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
な
ど
を
背

景
に
、
食
生
活
の
乱
れ
や
食
の
安
全
の
問
題
な
ど
、
食
を
め

ぐ
る
様
々
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
中
、
心
身
の
健
康
を
確
保
し
、
生
き
る
力
を

身
に
つ
け
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
「
食
」
が
重
要
で

す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
食
育
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
自
然

の
恩
恵
や
食
に
関
わ
る
人
々
の
様
々
な
活
動
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
育
み
、
郷
土
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
食
に
関
す
る

正
し
い
知
識
と
そ
れ
を
選
択
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
食
育
を
市
民
運
動
と
し
て
展
開
す

る
と
と
も
に
、
観
光
や
産
業
振
興
も
含
め
た
ま
ち
づ
く
り
・

人
づ
く
り
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

よ
っ
て
、
本
市
は
、
全
市
的
に
食
育
を
推
進
し
、
市
民
や

行
政
、
あ
る
い
は
家
庭
、
保
育
所
・
幼
稚
園･

学
校
、
地
域

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
共
に
学
び
、
共
に
取
り
組
み
、

共
に
実
践
で
き
る
よ
う
、
こ
こ
に
「
食
育
の
ま
ち　
紀
の
川

市
」
を
宣
言
し
ま
す
。

「
食
育
の
ま
ち　
紀
の
川
市
」
推
進
の
柱

１　
食
事
は
お
い
し
く
、
楽
し
み
な
が
ら
と
り
ま
し
ょ
う
。

２　
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
習

慣
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

３　

食
の
安
全
に
対
す
る
知
識
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

４　

紀
の
川
市
で
と
れ
た
食
材
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

５　

食
育
へ
の
関
心
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

「食育のまち　紀の川市」宣言
平成 22 年12 月16日、「食育のまち　紀
の川市」宣言は、紀の川市議会において全
会一致で議決されました。
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（
四
）
わ
が
ま
ち
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
食
育
の
ま
ち　
紀
の
川
市
」
宣
言
と
あ
わ
せ
て
、
和
歌

山
県
の
助
成
事
業
で
あ
る
「
わ
が
ま
ち
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
わ
が
ま
ち
元
気
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
固
有
の
資
源
を
活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
施
す
る
市
町
村
を
総
合
的
に
支
援
す
る
も
の
で
、

「
一
市
町
村
一
産
業
」
の
創
出
を
目
指
す
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
紀
南
の
す
さ
み
町
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
と
豚
の
交

配
種
で
あ
る
イ
ノ
ブ
タ
を
ま
ち
お
こ
し
の
核
に
す
え
て
、「
イ

ノ
ブ
タ
を
核
に
し
た
新
複
合
産
業
の
創
出
」
を
、
紀
北
の
九

度
山
町
で
は
、
大
坂
夏
冬
の
陣
の
英
雄
・
真
田
幸
村
が
九
度

山
町
に
身
を
隠
し
た
歴
史
を
踏
ま
え
「〝
真
田
・
紀
州
九
度

山
〞
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

で
は
、
紀
の
川
市
で
産
業
化
を
目
指
す
べ
き
素
材
は
何
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
県
や
Ｊ
Ａ
紀
の
里
、
商
工
会
と
議
論

を
し
た
中
で
出
て
き
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、「
食
育
」
で
す
。

紀
の
川
市
で
進
め
て
き
た
「
食
育
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
延

長
線
上
に
、
農
業
の
六
次
産
業
化
が
あ
り
ま
す
。
六
次
産
業

化
と
は
、
一
次
産
業
で
あ
る
農
業
だ
け
で
な
く
、
二
次
産
業

で
あ
る
加
工
、
三
次
産
業
で
あ
る
販
売
を
組
み
合
わ
せ
て
農

業
の
付
加
価
値
を
高
め
て
い
く
取
組
で
す
。

紀
の
川
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
活
性
化
し
て
い
く

た
め
に
も
、
農
産
物
の
生
産
だ
け
で
な
く
、
加
工
・
販
売
を

組
み
合
わ
せ
て
、
付
加
価
値
の
高
い
「
食
」
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
事
業
で
は
、
農
業
の
六
次
産
業

化
を
進
め
る
こ
と
で
、
紀
の
川
市
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
食

育
」
を
産
業
化
ま
で
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

紀
の
川
市
の
「
わ
が
ま
ち
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
概
要

は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

第
一
が
、
農
業
の
六
次
産
業
化
に
向
け
た
取
組
で
す
。

紀
の
川
市
産
の
野
菜
や
果
物
の
カ
ッ
ト
や
ピ
ュ
ー
レ
な
ど
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の
加
工
品
を
開
発
し
、
紀
の
川
ぷ
る
ぷ
る
娘
を
活
用
し
て
販

売
促
進
を
図
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
紀
の
里
と
商
工
会
と
市
が
連
携

し
て
、農
商
工
連
携
の
枠
組
み
の
中
で
、「
食
育
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
し
た
特
産
品
開
発
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

第
二
が
、
地
産
地
消

に
向
け
た
取
組
で
す
。

青
洲
の
里
を
「
食
育

の
拠
点
」
と
し
て
機
能

強
化
し
て
い
く
と
と
も

に
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
展
開
な
ど
に
よ
っ
て
、

め
っ
け
も
ん
広
場
と
地

元
飲
食
店
の
連
携
を
強

化
し
ま
す
。

第
三
が
、
紀
の
川
市

か
ら
の
「
食
育
」
の
情
報
発
信
の
強
化
で
す
。

紀
の
川
市
食
育
推
進
会
議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
や
食

育
フ
ェ
ア
の
市
外
で
の
開
催
を
行
い
ま
す
。

紀
の
川
市
の
「
わ
が
ま
ち
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
平

成
二
二
年
度
か
ら
二
四
年
度
の
三
カ
年
で
の
実
施
予
定
で
す
。

平
成
二
二
年
一
二
月
に
行
っ
た
「
食
育
の
ま
ち　

紀
の
川

市
」
宣
言
と
あ
わ
せ
、
紀
の
川
市
の
「
食
育
」
を
市
内
外
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
原
動
力
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
五
）
紀
の
川
市
の
食
育
・
こ
れ
か
ら

平
成
一
九
年
四
月
に
紀
の
川
市
に
赴
任
し
て
以
来
、
私
は
、

「
食
育
」
に
こ
だ
わ
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
た
だ
、
も
と
も
と
紀
の
川
市
民
や
市
職
員
の
食
育
に
か

け
る
想
い
が
強
く
、
私
は
教
え
ら
れ
る
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

平
成
二
〇
年
の
市
食
育
推
進
計
画
、
平
成
二
一
年
の
地
方

の
元
気
再
生
事
業
、
平
成
二
二
年
の
「
食
育
の
ま
ち　
紀
の

和歌山県の「わがまち元気プロジェクト」の採択を受け、紀の川市では、「食
育」をキーワードに農業の 6次産業化に取り組むことになりました。

わがまち元気プロジェクト

“食育のまち紀の川市”６次産業化プロジェクト

○取組の 3本柱（Ｈ 22～ 24年度）
　①農業の 6次産業化
　②地産地消に向けた取組
　③紀の川市農業 6次産業化情報発信
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川
市
」
宣
言
と
、
紀
の
川
市
の
食
育
の
ま
ち
づ
く
り
に
一
貫

し
て
関
わ
れ
た
こ
と
は
、
望
外
の
喜
び
で
す
。

「
食
育
の
ま
ち
」
宣
言
と
あ
わ
せ
て
、「
食
育
の
ま
ち
紀

の
川
市
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://seishu.sakura.

ne.jp/syoku

）
も
開
設
し
ま
し
た
。
紀
の
川
市
の
食
育
関

係
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

た
だ
、
紀
の
川
市
の
食
育
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
こ
れ
か
ら

が
大
切
で
す
。
紀
の
川
市
の
農
業
に
元
気
を
だ
し
て
も
ら
い
、

地
産
地
消
な
ど
の
取
組
を
通
じ
て
市
民
だ
け
で
な
く
市
外
か

紀の川市議会
議長
上野　健さん

ー「食育のまち紀の川市」宣言について―
　紀の川市は、気候的に温暖で、自然の
恵み、豊富な農産物があり、「住んで良
かった」と思えるまちだと思います。た
だ、これは小田井用水など先人達が残し
てくれた「水」の恵みがあるからで、そ
れを忘れてはならないと思います。
　私は、これからのまちづくりは、３つ
のＫ（環境、観光、健康）が大切だと考
えています。そのすべてに「食」が関わっ
ています。
　今回、市議会で「食育のまち　紀の川
市」宣言を全会一致で議決しました。こ
の宣言は大きな意味があると考えていま
す。日本国内だけでなく世界に向けて情
報発信していきたいですね。
　「食育」を「観光」と結びつけていく
ことも重要です。紀の川市には「こんな
美味しいものがある」ということを訴え
ていくまちづくりを進めていきたいと思
います。

ま
ち
づ
く
り
は
３
つ
の
Ｋ
（
環
境
、
観
光
、
健
康
）
が
大
切
で
す
。

・インタビュー・
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ら
来
て
い
た
だ
い
た
方
に
も
、「
食
育
の
ま
ち　
紀
の
川
市
」

を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
今
後
の
不
断
の
努
力
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

紀
の
川
市
の
食
育
の
取
組
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

振
興
と
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
食
育
を
加

工
品
開
発
や
観
光
な
ど
の
産
業
化
と
関
連
づ
け
て
い
く
こ
と

も
大
切
で
す
。

今
ま
で
紀
の
川
市
で
食
育
を
推
進
し
て
こ
ら
れ
た
市
民
・

市
職
員
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

紀
の
川
市
の
「
食
育
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
ま
す
ま
す
発
展
し

て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

「食育のまち紀の川市」ホームページ
「食育のまち紀の川市」ホームページ（http://seishu.sakura.ne.jp/
syoku）では、地方の元気再生事業等で作成した食育関係のコンテンツ
を公開しています。


